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Pintrich）とデ・グルート（Elisabeth van de Groot）は、認知的方略、メタ認
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　セッション 3 と 4 はリソース管理に関してのインターベンションとなる。セッ











動の自己調整に関わる 14。セッション 3 と 4 は自己調整機能の主要な機能と関連し
ている。
　セッション 4 では、学習におけるセルフコントロールの方略を学ぶ。Learning 
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